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紀
の
国
被
害
者
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
犯
罪
や
事
件
・
事
故

の
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
や
そ
の

家
族
、
ご
遺
族
の
支
援
を
行
っ

て
い
る
民
間
の
被
害
者
支
援
団

体
で
す
。

　
こ
う
し
た
被
害
に
遭
わ
れ
た

方
等
を
対
象
と
し
た
無
料
相
談

が
紀
南
会
場
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
は
、
電
話
お
よ
び
面

接
に
よ
る
相
談
を
受
け
付
け
る

も
の
で
、
弁
護
士
、
臨
床
心
理

士
、
紀
の
国
被
害
者
支
援
セ
ン

タ
ー
の
相
談
員
が
相
談
に
応
じ

ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
。

　
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

時 

10
月
28
日
㊏ 

10
時
～
16
時

☎
０
７
３
９
‐
８
１
‐
３
７
７
０

（
相
談
電
話
は
当
日
限
り
。）

場 

田
辺
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー

対 

犯
罪
や
事
件
、
事
故
等
の
被

害
に
遭
わ
れ
た
方
や
そ
の
家
族

の
方
等

費 

無
　
料

申 

面
接
相
談
は
、
で
き
る
だ
け

事
前
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

問 

公
益
社
団
法
人

紀
の
国
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
３
‐
４
２
７
‐
１
０
０
０

◆
あ
す
な
ろ
学
童
保
育
所

（
朝
来
小
学
校
区
）

申
込
書
配
布
お
よ
び
提
出
期
間

　
10
月
２
日
㊊
～
11
月
30
日
㊍

＊
期
限
厳
守

◆
な
ご
み
学
童
保
育
所

（
生
馬
・
岩
田
・
岡
・
市
ノ
瀬

小
学
校
区
）

申
込
書
配
布
お
よ
び
提
出
期
間

　
11
月
１
日
㊌
～
12
月
28
日
㊍

＊
期
限
厳
守

※
申
込
書
配
布
お
よ
び
提
出
場

所
は
、
申
込
先
の
学
童
保
育

所
で
す
。

　
そ
の
他
詳
細
は
各
学
童
保
育

所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

あ
す
な
ろ
学
童
保
育
所

　
　
　
　
☎
４
７
‐
４
５
４
４

ま
た
は
☎
４
７
‐
４
６
６
７

　 
な
ご
み
学
童
保
育
所

☎
４
７
‐
２
３
６
８

　
上
富
田
町
で
は
、
町

立
な
の
は
な
保
育
所

（
朝
来
２
４
０
２
番
地

の
１
）
を
令
和
６
年

４
月
か
ら
認
定
こ
ど

も
園
に
移
行
す
る
た

め
、
様
々
な
手
続
き

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
運
営
法
人
を
公
募

し
、
選
定
委
員
会
に

お
い
て
審
査
・
選
考

し
た
結
果
、
社
会
福

祉
法
人
熊
野
会
が
選

定
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
を
受
け
、

9
月
1
日
、
上
富
田

町
は
社
会
福
祉
法
人

熊
野
会
と
、
認
定
こ

ど
も
園
法
第
34
条
に

基
づ
く
公
私
連
携
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。

‐
町
立
な
の
は
な
保
育
所
民
営
化
こ
ど
も
園
‐

運
営
法
人
と
協
定
書
締
結

令
和
６
年
度
　
学
童
保
育
所
入
所
申
込
み

　
対
象
は
、
小
学
校
に
通
学
す
る
児
童
の
保
護
者
が
、
就
労
・
出
産
・

疾
病
・
病
人
の
看
護
等
に
よ
り
、
児
童
の
保
育
が
で
き
な
い
と
認

め
ら
れ
る
場
合
で
す
。

　
今
後
は
、
町
と
法
人
が
連
携

し
、
認
定
こ
ど
も
園
へ
の
円
滑

な
移
行
に
向
け
て
、
保
護
者
の

皆
様
と
協
議
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

　
ご
質
問
や
ご
意
見
、
お
気
付

き
の
点
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

問 

福
祉
課
　
子
育
て
支
援
班

（
④
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
３

問 

社
会
福
祉
法
人
　
熊
野
会

（
上
富
田
町
生
馬
５
１
９
番
地

の
６
　
く
ま
の
こ
保
育
園
内
）

☎
４
７
‐
３
２
１
１

犯
罪
や
交
通
事
故
な
ど
の

被
害
者
支
援
無
料
相
談

　
　

- 

開
催
ご
案
内-
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書
（
母
子
手
帳
の
写
し
）
等

を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
親
族
等
の
介
護
・
看
護
の
場

合
は
、
診
断
書
と
介
護
等
の

状
況
や
内
容
が
分
か
る
申
立

書
等
を
添
付
し
て
く
だ
さ

い
。

※
求
職
活
動
の
場
合
は
求
職
活

動
申
立
書
を
添
付
し
て
く
だ

さ
い
。(

申
立
書
が
必
要
な

方
は
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。）

※
就
学
の
場
合
は
、
在
学
証
明

書
と
時
間
割
（
学
校
が
発
行

し
た
も
の
）
を
添
付
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
申
込
書
類
の
受
付
お
よ
び
面

接　
下
記
の
日
程
表
の
と
お
り
、

申
込
書
の
受
付
と
面
接
を
行
い

ま
す
。
申
し
込
み
に
必
要
な
書

類
を
そ
ろ
え
て
、
入
所
を
希
望

さ
れ
る
保
育
所
の
受
付
場
所
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
新
入
児
は
、
面
接
が
あ
り
ま

す
の
で
お
子
さ
ま
を
連
れ
て

各
保
育
所
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

問 

福
祉
課
　
子
育
て
支
援
班

（
④
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
３

※ 1　広域保育所の場合、各保育所・認定こども園の定員によります。また、入所調整は各施設の所在市町村が行います。
※ 2　０歳児保育は、令和５年４月２日から 10月１日までに生まれたお子さまが対象です。ただし、広域保育は０歳児の

受入がない場合があります。
※ 3　くまのこ保育園の在園児は、書類の一斉受付を行いません。期日までに書類を保育園に提出してください。

受付（面接）日程表
入所希望保育所 日時 場所 定員 対象年齢

私立
くまのの森こども園

（新入児） 10月30日㊊
午前9時～11時 なのはな保育所

遊戯室

くまのの森
こども園
180 人

くまのこ保育園
19 人

０歳～
※ 2

私立
くまのこ保育園

（新入児）

私立
くまのの森こども園

（なのはな保育所在園児）
10月30日㊊午後3時30分～5

時30分

公立
はるかぜ保育所

（新入児） 10月31日㊋
午前9時～11時 はるかぜ保育所

遊戯室

はるかぜ保育所
170 人

広域保育
※ 1

公立
私立

広　域　保　育
（新入児）

公立
はるかぜ保育所

（在園児）
10月31日㊋

午後3時30分～5時30分

私立
くまのこ保育園

（在園児）
10月27日㊎まで ※３ くまのこ保育園 19 人

公立
私立

広　域　保　育
（在園児）

11月1日㊌～6日㊊
㊏・㊐・㊗を除く

午前8時30分～午後5時15分

上富田町役場　福祉課
子育て支援班（④番窓口）

広域保育
※ 1

◆
申
込
書
の
配
布

　
申
込
書
は
、
10
月
10
日
㊋
か

ら
、
役
場
福
祉
課
子
育
て
支
援

班
ま
た
は
町
内
保
育
所
で
配
布

し
ま
す
。
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
受
付
日
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
０
歳
児
の
年
度
当
初
募
集

は
、
令
和
５
年
４
月
２
日
か

ら
10
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
児
童
と
し
て
い
ま
す
。

◆
保
育
所
利
用
料
ま
た
は
町
立

保
育
所
副
食
費
は
、
原
則
口

座
振
替
で
納
付
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
在
園
児
で
、
令
和

５
年
度
分
の
未
納
が
あ
る
方

は
10
月
中
に
完
納
し
て
く
だ

さ
い
。

◆
入
所
の
基
準
お
よ
び
申
込
書

提
出
の
主
な
留
意
事
項

《
入
所
の
基
準
》

　
保
育
所
へ
入
所
で
き
る
児
童

は
、
保
護
者
が
次
の
い
ず
れ
か

の
事
由
に
該
当
し
、
児
童
の
保

育
が
で
き
な
い
場
合
で
す
。

①
就
労
等
　
家
庭
の
外
で
仕
事

を
し
て
い
る
、
ま
た
は
家
庭

内
で
児
童
と
離
れ
て
日
常
の

家
事
以
外
の
仕
事
を
し
て
い

る
。

②
妊
娠
・
出
産
　
出
産
を
控
え

て
い
る
、
ま
た
は
産
後
間
も

な
い
。（
認
定
期
間
は
出
産

の
前
後
各
８
週
）

③
疾
病
・
障
害
　
病
気
、
負
傷

ま
た
は
心
身
に
障
害
が
あ
る
。

④
介
護
等
　
親
族
等
に
長
期
に

わ
た
る
病
気
や
心
身
の
障
害

が
あ
り
、
常
時
介
護
、
看
護

し
て
い
る
。

⑤
災
害
復
旧
　
火
災
や
風
水

害
、
地
震
等
に
よ
り
被
災
し
、

そ
の
復
旧
途
中
に
あ
る
。

⑥
求
職
活
動
　
求
職
活
動
や
起

業
準
備
を
し
て
い
る
。（
保

育
期
間
は
原
則
２
ヵ
月
）

⑦
就
学
　
就
学
や
職
業
訓
練
な

ど
を
受
け
て
い
る
。

《
申
込
み
の
際
の
留
意
事
項
》

※
家
庭
内
・
外
で
仕
事
を
し
て

い
る
場
合
は
、
就
労
証
明
書

が
必
要
で
す
。
現
在
の
就
労

先
の
証
明
書
を
添
付
し
て
く

だ
さ
い
。

※
保
護
者
等
が
育
児
休
業
中
で

あ
っ
て
も
、
在
園
児
は
継
続

入
所
が
認
め
ら
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
事
前
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

※
出
産
の
場
合
は
、
出
産
証
明

令
和
６
年
度 

　
保
育
所
入
所
申
し
込
み

　
令
和
６
年
４
月
か
ら
の
保
育
所
入
所
申
込
の
受
付
お
よ
び

面
接
を
行
い
ま
す
。
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時 

10
月
19
日
㊍

13
時
～
15
時

場 

上
富
田
福
祉
セ
ン
タ
ー
　

２
階
会
議
室

相
談
委
員

　
平
田
隆
文
行
政
相
談
委
員

　
湯
川
征
哉
行
政
相
談
委
員

　
　
　
　（
総
務
大
臣
委
嘱
）

問 

総
務
課

庶
務
・
危
機
管
理
班

（
⑪
番
窓
口
）

☎
３
３-
７
０
９
２

　
上
富
田
町
商
工
会
で
は
、

第
22
回
か
み
と
ん
市
を
左
記

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

時 

10
月
29
日
㊐

10
時
～
16
時

場 

道
の
駅
　
く
ち
く
ま
の

※
出
店
等
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問 

上
富
田
町
商
工
会

☎
４
７
‐
１
５
３
１

第
22
回

　
か
み
と
ん
市
開
催

‐
お
知
ら
せ
‐

　
総
務
省
で
は
、
行
政
相
談
制
度
に
関
す
る
国
民
の
理
解
と
認
識
を
深

め
、
同
制
度
の
利
用
を
促
進
す
る
よ
う
努
め
て
お
り
、
毎
年
度
「
行
政

相
談
週
間
」を
設
け
、全
国
一
斉
に
各
種
相
談
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

上
富
田
町
で
は
、
こ
の
週
間
中
に
、
行
政
相
談
委
員
に
よ
る
行
政
相
談

所
を
左
記
の
と
お
り
開
設
し
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

‐
10
月
16
日
～
22
日
は
行
政
相
談
週
間
で
す
‐

農
業
者
年
金
制
度
に
加
入
し

て
、
安
心
で
豊
か
な
老
後
を

迎
え
ま
し
ょ
う
！

　
農
業
者
年
金
制
度
は
、
安
心

し
て
加
入
で
き
、
メ
リ
ッ
ト
の

多
い
終
身
年
金
で
す
。

対
象
者

　
次
の
要
件
す
べ
て
を
満
た
す

農
業
者
の
方

要
　
件

①
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

②
年
間
60
日
以
上
、
農
業
に
従

事
す
る
方

③
20
歳
～
59
歳

保
険
料

①
月
額
２
万
円
～
６
万
７
千
円

で
自
由
に
設
定
で
き
、
い
つ

で
も
見
直
し
可
能
。

②
支
払
っ
た
保
険
料
は
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と

な
り
、
所
得
税
・
住
民
税
も

節
税
さ
れ
ま
す
。
経
営
主
が

家
族
の
分
の
保
険
料
を
ま
と

め
て
控
除
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

③
認
定
農
業
者
な
ど
一
定
の
条

件
を
満
た
せ
ば
、
保
険
料
の

国
庫
補
助
を
受
け
ら
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

問 

振
興
課
内
　
農
業
委
員
会
事
務
局

（
⑦
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
０

　
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、
熊
野
高
校
お

よ
び
町
内
会
と
の
連
携
の
も

と
、
地
域
防
災
体
制
の
充
実
強

化
と
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
つ
ぎ
の

日
程
で
防
災
訓
練
を
行
い
ま
す

の
で
、
積
極
的
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

時 

10
月
29
日
㊐　  

９
時
～
11
時

※
雨
天
に
よ
り
中
止
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

場 

県
立 

熊
野
高
校

問 

総
務
課

庶
務
・
危
機
管
理
班

（
⑪
番
窓
口
）

☎
３
３-

７
０
９
２

防災訓練 実施  ‐お知らせ‐
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や
音
声
案
内
に
従
っ
て
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
読
み
取
り
、
４
桁

の
暗
証
番
号
を
入
力
し
ま
す
。

　
証
明
書
の
種
類
を
選
択
し
、
料

金
を
支
払
え
ば
証
明
書
が
印
刷

さ
れ
ま
す
。

操
作
に
不
安
が
あ
る
方
は

役
場
で
体
験

　
役
場
庁
舎
内
に
も
コ
ン
ビ
ニ

交
付
サ
ー
ビ
ス
と
同
じ
機
器
を

設
置
し
て
い
ま
す
。

　
初
め
て
の
方
や
操
作
に
不
安

が
あ
る
方
も
、
ま
ず
は
役
場
に

あ
る
証
明
書
自
動
交
付
機
を
お

試
し
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

休
日
・
夜
間
窓
口

 

時 

【
休
日
】

10
月
29
日
㊐
　

９
時
～
12
時
・
13
時
～
16
時

【
夜
間
】

10
月
５
・
12
・
19
・
26
日

毎
週
木
曜
日
　
19
時
ま
で

場 

役
場
特
設
窓
口

　（
正
面
玄
関
を
入
っ
て
す
ぐ
）

内 

カ
ー
ド
の
申
請
・
受
取
、
電

子
証
明
書
の
発
行
・
更
新
、

暗
証
番
号
の
変
更
な
ど

※
住
所
異
動
の
手
続
き
や
住
民

票
等
の
発
行
は
行
え
ま
せ
ん
。

問 

住
民
課 

住
民
・
環
境
班

（
①
番
窓
口
）

☎
４
７
‐
０
５
５
０

医
療
費
助
成
制
度
　
‐
お
知
ら
せ
‐

　
上
富
田
町
で
は
、
次
の
対
象
者
に
受
給
資
格
証
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

健
康
保
険
証
と
一
緒
に
医
療
機
関
等
へ
提
示
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
医

療
費
の
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費

  

　
18
歳
と
な
っ
た
後
に
迎
え
る

最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
児
童

と
、
そ
の
児
童
を
扶
養
し
て
い

る
配
偶
者
の
な
い
方
等
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
父
か
母
の
ど
ち
ら
か

も
し
く
は
両
方
が
一
定
の
障
害

を
お
持
ち
で
児
童
扶
養
手
当

(

※)

を
受
給
し
て
い
る
方
、
障

害
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
も

対
象
と
な
り
ま
す
。

保
険
診
療
の
自
己
負
担
分
を
助

成
【
所
得
制
限
あ
り
】

※
児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て

は
、
別
途
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

未
熟
児
養
育
医
療
費

　
身
体
の
発
育
が
未
熟
な
ま
ま

出
生
し
た
乳
児
が
指
定
医
療
機

関
に
入
院
し
て
治
療
を
行
う
必

要
が
あ
る
場
合
に
、
そ
の
治
療
に

必
要
な
医
療
費
等
の
一
部
ま
た

は
全
部
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

乳
幼
児
・
子
ど
も
医
療
費

　
就
学
前
の
乳
幼
児
ま
た
は
小

学
生
お
よ
び
中
学
生
（
出
生
ま
た

は
転
入
等
に
よ
り
資
格
を
取
得

し
た
日
か
ら
、
15
歳
到
達
日
以

後
、
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の

子
ど
も
）
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

保
険
診
療
の
自
己
負
担
分
を
助

成
【
所
得
制
限
な
し
】

各
医
療
費
助
成
制
度
の

払
い
戻
し
申
請

　
県
外
の
医
療
機
関
等
で
は
、

い
っ
た
ん
自
己
負
担
分
を
支
払

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
場
合
、
役
場
で
支
給
申

請
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
後
日
、

払
い
戻
し
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
領
収
書
、
受
給
資
格
証
、
健

康
保
険
証
、
振
込
先
口
座
の
わ

か
る
も
の
を
ご
持
参
の
う
え
、

役
場
福
祉
課
子
育
て
支
援
班
の

窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
支
給
申
請
の
時
効
は
、

受
診
日
か
ら
５
年
で
す
。

問 

福
祉
課
　
子
育
て
支
援
班

　
　
　
　
　（
④
番
窓
口
）

　
　
　
　
☎
３
４
‐
２
３
７
３

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お

持
ち
の
方
は
、
全
国
の
コ
ン
ビ

ニ
等
に
設
置
さ
れ
て
い
る
マ
ル

チ
コ
ピ
ー
機
で
、
各
種
証
明
書

を
取
得
で
き
ま
す
。

　
６
時
30
分
～
23
時
ま
で
、
役

場
が
開
庁
し
て
い
な
い
時
間
帯

で
も
証
明
書
を
取
得
で
き
る
便

利
な
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

取
得
で
き
る
証
明
書

１
通

　

２
０
０
円

・
住
民
票
の
写
し
（
本
人
・
同
一

　
世
帯
員
）

・
印
鑑
登
録
証
明
書
（
本
人
）

利
用
で
き
る
方

　
上
富
田
町
に
住
民
登
録
が
あ

り
、
利
用
者
証
明
用
電
子
証
明
書

が
格
納
さ
れ
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
が
対
象

で
す
。

利
用
方
法

　
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
の
画
面
表
示

　
現
在
、
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方
は
、

10
月
31
日
に
有
効
期
限
を
む
か
え
ま
す
。

　
11
月
１
日
か
ら
の
受
給
者
証
交
付
に
は
更
新
申
請
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
対
象
の
方
に
は
、
７
月
下
旬
に
役
場
か
ら
更
新
申
請
書

を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
期
限
ま
で
に
役
場
福
祉
課
子
育
て
支

援
班
（
④
番
窓
口
）
へ
郵
送
ま
た
は
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
前
年
度
の
所
得
に
よ
っ
て
は
更
新
で
き
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限  

10
月
6
日
㊎

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ 

福
祉
課
　
子
育
て
支
援
班
（
④
番
窓
口
）

☎︎
３
４
‐
２
３
７
３

　
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
の
更
新
申
請
は
、

期
限
ま
で
に
お
忘
れ
な
く
！

いつでもどこでも簡単に
証明書のコンビニ交付
サービスが便利です
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９
月
20
日
か
ら
「
新
型
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
の
令
和
５
年
秋
開

始
接
種
」
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

対 

　

①
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の

※
１ 

初
回
接
種
終
了
者

②
前
回
接
種
か
ら
３
か
月
以
上

経
過
し
て
い
る
方

※
１ 

初
回
接
種
終
了
者
と
は

〇
生
後
６
か
月
～
４
歳
で

３
回
の
接
種
を
終
了
し
た
方

〇
５
歳
以
上
の
方
で

２
回
の
接
種
を
終
了
し
た
方

※ 

対
象
の
方
に
は
、
事
務
局
か
ら

ご
案
内
を
順
次
送
付
し
て
い
ま

す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

時 

令
和
６
年
３
月
31
日
ま
で

費 

無
料
（
自
己
負
担
な
し
）

内 

使
用
ワ
ク
チ
ン
は
、
オ
ミ
ク

ロ
ン
株
（X

B
B
.1

.5

）
対
応
の

も
の

　
医
療
機
関
で
の
個
別
接
種
と

な
り
ま
す
。
　

　
く
わ
し
く
は
、
対
象
者
に
発

送
し
て
い
る
ご
案
内
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

集
団
接
種

場 

上
富
田
文
化
会
館
（
予
定
）

時 

集
団
接
種
申
込
み
ハ
ガ
キ
を

上
富
田
町
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
務

局
へ
返
信
し
て
く
だ
さ
い
。
　

　
日
程
は
後
日
、
決
ま
り
次
第

ご
案
内
し
ま
す
。

個
別
接
種

場 
下
記
の
一
覧
表
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

申 

必
ず
予
約
が
必
要
で
す
。

　
医
療
機
関
へ
直
接
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

　
９
月
20
日
以
降
、
初
回
接
種

の
ワ
ク
チ
ン
も
オ
ミ
ク
ロ
ン
株

（X
B
B
.1

.5

）
対
応
に
な
り
ま
す
。

　
接
種
を
希
望
す
る
方
は
、
事

務
局
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ま
ず
は
、
初
回
接
種
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
情
報
は
９
月
４
日
時
点

の
情
報
で
す
。
国
よ
り
新
し

い
情
報
が
示
さ
れ
、
変
更
に

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

申 

上
富
田
町
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
接
種
事
務
局

☎
４
７
‐
５
８
８
８

　
対
象
と
な
っ
て
い
る
方
は
10
月
よ
り
接
種
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
医
療
機
関
に
予
約
を
し
、
町
か
ら

送
付
さ
れ
る
必
要
書
類
を
持
っ
て
、
体
調
の
良
い
時
に
接
種
に
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

対 

①
65
歳
以
上
の
方

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
、
心
臓
、
腎
臓
も
し
く
は
呼
吸

器
機
能
障
が
い
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免

疫
機
能
障
が
い
を
有
す
る
方
で
、
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
を

有
す
る
方
ま
た
は
そ
れ
に
相
当
す
る
方
。

③
実
施
期
間
内
に
65
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
方

※
②
に
当
て
は
ま
る
方
は
、
事
前
に
医
師
の
証
明
書
ま
た
は
身

体
障
害
者
手
帳
を
持
参
の
上
、
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

時 

10
月
1
日
～
令
和
６
年
１
月
31
日
ま
で

※
実
施
期
間
外
に
接
種
さ
れ
た
場
合
は
、
接
種
費
用
は
実
費
と
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

費 

１
、５
０
０
円
　

期
間
内
に
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
る
方

　
実
施
期
間
内(

10
月
1
日
～
令
和
６
年
1
月
31
日)

に
65
歳
の
誕

生
日
を
迎
え
ら
れ
る
方
は
、
誕
生
日
以
降
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
依
頼
券
を
交
付
し
ま
す
の
で
、
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の

　
　

 

令
和
５
年
秋
開
始
接
種

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ　

予
防
接
種
費
用
助
成

初
回
接
種
が
ま
だ
の
方

（
１
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

を
接
種
し
て
い
な
い
方
）

生
後
６
か
月
～
11
歳
の
方

12
歳
以
上
の
方

医療機関名 電話番号 住　　所 備　　　　考

南紀医療福祉センター 47-2175 岩田 1776 － 1 ・15 歳以上の方

中北クリニック 83-3600 朝来 95 － 1
・かかりつけの方に限る
( 定期的に通院されている方 )

線崎外科胃腸科
クリニック

47-3333 岩田 1903 － 3
・かかりつけの方に限る
( 定期的に通院されている方 )

吉田診療所 47-0463 朝来 616 ・かかりつけの方に限る

個別接種可能な医療機関一覧
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は

介
護
・
福
祉
の
総
合
相
談
窓
口

と
し
て
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
や

そ
の
ご
家
族
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

な
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
電

話
や
窓
口
の
ほ
か
、
自
宅
へ
も

訪
問
し
ま
す
。
費
用
は
掛
か
り

ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
男
の
台
所
と
い
う
料
理
教

室
を
開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、

コ
ロ
ナ
禍
で
休
止
し
て
い
ま
し

た
。
つ
ぎ
の
要
領
で
教
室
を
再

開
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

対 

上
富
田
町
に
お
住
ま
い
の
65

歳
以
上
の
男
性

内 

簡
単
に
作
れ
る
も
の
や
旬

の
食
材
を
活
用
し
た
メ
ニ
ュ
ー

で
調
理
実
習
を
行
い
、
で
き
あ

が
っ
た
料
理
を
い
た
だ
き
ま

す
。
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
の
で
料

理
が
苦
手
な
方
も
お
気
軽
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

時 

月
１
～
２
回
で
水
曜
日

　 

10
時
～
13
時
頃
ま
で

場 

岩
田
公
民
館
　
調
理
室

費 

１
回
３
５
０
円

　
ご
希
望
の
方
に
は
、
詳
細
の

ご
案
内
を
致
し
ま
す
の
で
、
ま

ず
は
お
電
話
等
で
左
記
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　
認
知
症
の
方
ま
た
は
認
知
症

が
疑
わ
れ
る
方
と
そ
の
ご
家
族

や
関
係
者
を
対
象
に
、
専
門

職
（
認
知
症
看
護
認
定
看
護
師

と
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職

員
）
に
よ
る
物
忘
れ
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。

　
相
談
は
１
ケ
ー
ス
に
つ
き
、

45
分
間
と
な
り
ま
す
。

時 

10
月
17
日
㊋

13
時
30
分
～
15
時

場 

保
健
セ
ン
タ
ー
２
階

申 

電
話
や
窓
口
に
て
左
記
ま
で

事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

 

今
月
の
ひ
ょ
う
た
ん
カ
フ
ェ

時 

10
月
17
日
㊋

　 

14
時
～
15
時
30
分
　

場 

保
健
セ
ン
タ
ー
２
階

問 

長
寿
課

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
⑨
番
窓
口
）

☎
４
７
‐
０
５
５
０
（
代
）

も
の
忘
れ
相
談
会

‐
開
催
お
知
ら
せ
‐

大
賀
ハ
ス
ま
つ
り
　
写
真
俳
句
コ
ン
テ
ス
ト
　
入
選
作
品
決
定

　
６
月
24
日
か
ら
７
月
20
日
の
間
で
開
催
し
て
お
り
ま
し
た
大
賀
ハ
ス
ま
つ
り
で
、
応
募
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
写
真
、
俳
句
の
入
選
作
品
が
決
定
し
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

住み慣れた地域で

暮らし続けるお手伝い

地域包括支援
センター

男
の
台
所

　

 

参
加
者
募
集

10
月
は
里
親
月
間
で
す

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
毎
年
10
月
を
「
里
親
月
間
」
と
位
置
づ
け
、

里
親
委
託
を
推
進
す
る
た
め
に
広
報
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

里
親
制
度
と
は

　
親
の
病
気
や
離
別
、
虐
待
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
り
自

分
の
家
族
と
離
れ
て
暮
ら
す
子

ど
も
た
ち
を
温
か
い
愛
情
と
正

し
い
理
解
を
持
っ
て
、
自
分
の

家
族
に
迎
え
入
れ
、
家
族
に
代

わ
っ
て
子
ど
も
を
養
育
す
る
制

度
、
そ
れ
が
「
里
親
」
で
す
。

　
和
歌
山
県
内
で
は
約
４
０
０

人
、
紀
南
地
方
で
は
約
70
人
の

子
ど
も
達
が
里
親
を
必
要
と
し

て
い
ま
す
。

里
親
の
催
し

○
出
前
講
座

　
多
く
の
人
に
里
親
制
度
を

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
少

人
数
か
ら
の
「
出
前
講
座
」
も

行
っ
て
い
ま
す
。「
日
時
・
会
場
」

は
、
ご
希
望
に
応
じ
て
調
整
し

ま
す
。

○
巡
回
パ
ネ
ル
展
・
相
談
会

　
パ
ネ
ル
展
で
は
、
里
親
制
度

の
概
要
や
子
ど
も
を
迎
え
る
ま

で
の
流
れ
、
手
続
き
等
を
紹
介

し
ま
す
。

　
ま
た
、
パ
ネ
ル
展
中
に
相
談

会
も
開
催
し
ま
す
。
職
員
が
常

駐
し
て
い
ま
す
の
で
、
関
心
の

あ
る
方
は
お
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

場 

和
歌
山
県
立
情
報
交
流
セ
ン

タ
ー
Ｂ
Ｉ
Ｇ-

Ｕ

巡
回
パ
ネ
ル
展

　
10
月
３
日
か
ら
10
月
31
日

さ
と
お
やcafé

ほ
っ
と
相
談
会

　
10
月
15
日
10
時
～
16
時
ま
で

里
親
相
談
会

　
10
月
20
日
10
時
～
16
時
ま
で

問 

里
親
支
援
セ
ン
タ
ー
ほ
っ
と

　
田
辺
市
城
山
台
５
‐
１

☎
０
７
３
９
‐
３
４
‐
２
７
３
５

h
o
t@

w
fj.o

r.jp
/

　h
ttp

s
://

w
w

w
.w

fj.o
r.jp

/h
o
t/

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の
部

〇
特
選
（
表
紙
掲
載
）

　
　
夢
の
中
へ

　
　
　
　
　
　
寺
井
　
典
子

〇
準
特
選

　
　
柔
ら
か
な
時
間

川
口
　
明
美

　
　
い
つ
も
二
人
で

市
田
　
晶
子

俳
句
コ
ン
テ
ス
ト
の
部

〇
特
選
（
３
選
）

　
　
あ
め
つ
ち
の
　
光
輝
を
此
処
に
　
古
代
蓮

武
田
　
恵
子
　

　
　
た
ま
ゆ
ら
の
　
風
に
蓮
華
の
　
　
咲
く
無
心武

田
　
恵
子
　

　
　
古
代
蓮
　
　
　
散
る
や
寂
光
　
　
遺
し
つ
つ

　
　
　
田
中
　
美
恵
子

10
月
は
里
親
月
間
で
す

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
毎
年
10
月
を
「
里
親
月
間
」
と
位
置
づ
け
、

里
親
委
託
を
推
進
す
る
た
め
に
広
報
活
動
を
し
て
い
ま
す
。



-7-

　
上
富
田
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
協
会
主
催
の
第
26
回
町
杯

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
を

開
催
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
ご

参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

時 

10
月
24
日
㊋

　
８
時
30
分
～
正
午

場 

岩
田
ふ
れ
あ
い
公
園

費 

無
料

申 

当
日
会
場
に
て
受
付

他 

数
に
限
り
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

当
日
事
務
局
に
て
道
具
を
貸

出
い
た
し
ま
す
。

問 

体
育
協
会
事
務
局

（
教
育
委
員
会
事
務
局
内
）

☎ 

４
７
‐
５
９
３
０

第
26
回
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
大
会
開
催
の
ご
案
内

10月14日㊏～29日㊐の16日間
南紀白浜ゴルフ倶楽部　上富田町岩崎768番地

平日（昼食付）…8,580円 　休日（昼食付）…12,080円

※大会参加費は無し

①１組につき少なくとも１名は上富田町在住の方が含まれていること。

※ただし、複数組を一括で申込される場合は、申込の代表者が上富田町在住であれば参加可能とする。

②参加は１人１回限りとする。

施設へ直接電話にてご予約ください。☎　47-1230　8時～18時30分まで受付可

※予約時に必ず『町民ゴルフ大会参加』の旨をお伝えください。

ダブルぺリア方式の18ホールストロークプレー（セルフ）

大会終了後、総合順位により該当者に景品を贈呈する。（上位賞及び飛び賞）

上富田町体育協会主催　町民ゴルフ大会開催のお知らせ
ロングランコンペ形式により開催！

上富田町体育協会主催　町民ゴルフ大会開催のお知らせ
ロングランコンペ形式により開催！

体育協会事務局（教育委員会事務局内）☎　47-5930問

時

場

費

申

参加資格

競技方法

令和５年度上富田町男女共同参画  映画上映会令和５年度上富田町男女共同参画  映画上映会

「最高の人生の見つけ方」上映映画

日　　時

場　　所

１０月２４日㊋

上富田文化会館　文化ホール

19時 上映（受付 18時３０分～） 
21時 終了予定

※ 日本語字幕あり

©2019「最高の人生の見つけ方」製作委員会

入場料無料
整理券不要
入場料無料
整理券不要

あらすじ
　人生を家庭に捧げてきた「大真面目な主婦」と人生を仕事に捧げて
きた「大金持ちの社長」、余命宣告され人生の虚しさに気付いた２人
は、たまたま手にした１２歳の少女の＜死ぬまでにやりたいことリス
ト＞を実行するという、ありえない決断をする。自分らしく生きるこ
との楽しさに出会えた２人にある奇跡が待っていた。

福祉課福祉班（⑤番窓口）☎３４-２３７３（直通）問主　催　　上富田町男女共生町づくり推進委員会
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安達　裕哉
市川　沙央

冬野　夜空
池井戸　潤
吉野　源三郎
永井　紗耶子

冬野　夜空

宮部　みゆき
坂本　龍一

安藤　広大

ダイヤモンド社
文藝春秋

　スターツ出版
集英社

マガジンハウス
新潮社

　スターツ出版

KADOKAWA
新潮社

ダイヤモンド社

『クネクネさんのいちにち

　　　　　　　　きょうはマラカスのひ』

図書館からのお知らせ

上富田町立図書館 ☎ ４７-１７９０問

今月のベストテン

1.

2.
　3.

4.
5.
6.
7.

8.

9.
10.

頭のいい人が話す前に考えていること

ハンチバック
すべての恋が終わるとしても　140字の恋の話

ハヤブサ消防団
漫画　きみたちはどう生きるか
木挽町のあだ討ち
すべての恋が終わるとしても　140字のさよならの話

青瓜不動　三島屋変調百物語九之続

ぼくはあと何回、満月を見るだろう
とにかく仕組み化　人の上に立ち続けるための思考法

樋勝　朋巳/文・絵

福音館書店

のかい」をつくっています。みんなでマラカス

の発表会をすることになり、クネクネさんは2

人をびっくりさせたくて毎日一生懸命練習に

はげみます。ですが、本番では思いもよらぬ出

来事が起きて、涙するクネクネさん。個性豊か

な3人やクネクネさんの心模様を見ていると、

なんだかほっこり笑顔になる絵本です。

　クネクネさんはマラ

カスが大好きでおとも

だちのパーマさんとフ

ワフワさんと「マラカス

渓
の
音
古
座
街
道
や
萩
と
月

包
丁
の
通
ら
ぬ
固
さ
大
南
風

描
き
か
け
の
絵
に
向
き
合
へ
ば
涼
新
た

紅
蓮
や
傘
傾
げ
て
は
掲
げ
て
は

木
村
　
圀
夫

宮
本
　
　
操

田
浦
　
陽
子

松
本
武
千
代

送
り
火
の
影
に
か
く
れ
て
お
供
え
を
袖
に
隠
し
た
幼
き
あ
の
夜山

口
さ
と
江

迎
え
火
で
ソ
ー
メ
ン
供
え
手
を
合
し
た
っ
た
三
日
で
送
り
び
さ
び
し

稗
田
　
満
代

ツ
ル
ボ
咲
き
サ
フ
ラ
ン
モ
ド
キ
も
肩
並
べ
長
月
の
風
立
ち
初
む
る
野
に

稲
田
　
和
代

（
投
稿
歓
迎
）

富
田
川
歌
壇

（
投
稿
歓
迎
）

一
が
っ
き

う
ん
ど
う
か
い
で

と
き
ょ
う
そ
う
が

た
の
し
か
っ
た
で
す
。

あ
さ
が
お
も

き
れ
い
に
そ
だ
っ
て

う
れ
し
い
で
す
。

二
が
っ
き
の
べ
ん
き
ょ
う
も

こ
た
え
ら
れ
る
よ
う
に

が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

『
一
ね
ん
せ
い
に
な
っ
て
、

う
れ
し
い
な
』

　
　

生
馬
小
学
校　
　

1
年　

赤
木　

美
織
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上
富
田
町
青
少
年
育
成
町
民

会
議
で
は
、
８
月
19
日
～
21
日

の
３
日
間
、
上
富
田
町
と
災
害

時
相
互
応
援
協
定
を
締
結
し
て

い
る
奈
良
県
斑
鳩
町
、
石
川
県

津
幡
町
を
訪
問
し
、
ス
ポ
ー
ツ

に
よ
る
都
市
と
の
交
流
事
業
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
町
を
代
表
し
て
、
町

内
の
少
年
野
球
チ
ー
ム
に
所
属

す
る
小
学
５
、
６
年
生
を
対
象

と
し
、
現
地
で
交
流
試
合
を
行

い
ま
し
た
。

　
試
合
後
は
、
野
球
を
通
し
て

で
き
た
新
た
な
友
達
と
一
緒
に

昼
食
を
食
べ
る
な
ど
、
絆
を
深

め
ま
し
た
。
こ
の
出
会
い
や
経

験
は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

様
々
な
部
分
で
成
長
す
る
有
意

義
な
時
間
に
な
っ
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。

奈
良
県
斑
鳩
町
、石
川
県
津
幡
町
の

子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
を
実
施

　
上
富
田
町
中
央
公
民
館
、
囲

碁
サ
ー
ク
ル
主
催
の
夏
季
囲
碁

大
会
が
、
去
る
８
月
27
日
に
市

ノ
瀬
公
民
館
で
４
年
ぶ
り
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
29
名
の
参
加
が
あ

り
、
碁
盤
を
囲
ん
だ
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
各
部
門
に
お
け
る
上
位
の
結

果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

Ａ
級
（
四
～
八
段
）

　
　
優
　
勝
　
　
横
沢
　
宏
正

　
　
準
優
勝
　
　
新
谷
　
昭
吾

　
　
３
　
位
　
　
稲
田
　
好
寿

Ｂ
級
（
二
～
三
段
）

　
　
優
　
勝
　
　
木
村
　
悌
吉

　
　
準
優
勝
　
　
佐
々
木
久
繁

　
　
３
　
位
　
　
杉
野
　
彰
宏

Ｃ
級
（
初
段
以
下
）

　
　
優
　
勝
　
　
小
山
　
益
雄

　
　
準
優
勝
　
　
塚
田
　
哲
朗

 

　
　
３
　
位
　
　
山
本
　
正
勝

夏
季
囲
碁
大
会

盛
会
に
終
わ
る

大会の様子

主催

令和6年1月3日㊌
受付 10時から　開会 10時30分（40分程度）

上富田文化会館　文化ホール

上富田町在住の平成15年4月2日～平成16年4月1

日に生まれた方（平成30年度に上富田中学校ま

たは田辺中学校等を卒業した方も含みます。）

詳細につきましては、11月上旬に案内状を送付

させていただきます。案内状が届かない場合は

お問い合わせ下さい。

自由（20歳を迎えた感想、抱負、ア

ピールなど）

800字程度

11月2日㊍
対象者に限る　

上富田町朝来758番地の1　上富田町

教育委員会事務局　社会教育班

応募多数の場合は、選考させていた

だきます。

●テ ー マ

●文 字 数

●締め切り

●応募資格

●応 募 先

●そ の 他

二十歳を祝う式典を挙行するにあたり「20歳のメッ

セージ」を対象者から募集します。応募者の中から2

名程度選考し、式典において発表していただきます。

二十歳を祝う式典のお知らせ

21世紀をはばたく式典対象者の皆さまへ

「20歳のメッセージ」募集！
21世紀をはばたく式典対象者の皆さまへ

「20歳のメッセージ」募集！

教育委員会事務局　☎ ４７-５９３０問

時

場

対

他

11月5日㊐　8時30分～16時
上富田文化会館

　上富田文化会館全館を使用して開催します。

　作品展示は、町内保育所、幼稚園、小中学校の

作品や、地域の方々の日頃の成果をご覧いただけ

ます。また、「体験コーナー」、「お茶席」なども開

設予定ですので、皆さまのご来場をお待ちしており

ます。

　また、音楽祭は開催いたしませんのでご了承下

さい。

　文化展は、誰もが気軽にご参加できます。皆さ

まが日頃あたためておられる作品、こだわりの作

品などふるってご出品ください。

教育委員会事務局　☎ ４７-５９３０問

時

10月18日㊌締切
お電話にて下記までお申込みください。

（住所・氏名・電話番号・作品種別・大きさ等

をお伺いします。）

申

場

令和５年度

かみとんだ健康福祉と文化のまつり
についてのお知らせ

かみとんだ健康福祉と文化のまつり実行委員会

文化展作品募集文化展作品募集
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岩田公民館

生馬公民館

クッキング教室「おいしいお弁当を作ろう」

史跡めぐり

朝来公民館

11月12日㊐ 8時30分受付開始
　　　　　 9時競技開始（雨天中止）

朝来児童館横グラウンド・ゴルフ場

（朝来2280番地の6）

無料

事前に朝来公民館へお申し込みください。

（㊍㊐㊗を除く9時～16時）
朝来公民館　☎47-0545

教育委員会事務局　☎47-5930

グラウンド・ゴルフ大会

史跡・文化財めぐり

１０月１５日㊐ １３時３０分から

市ノ瀬小山河川敷コスモス園

市ノ瀬公民館　☎ ４８-０３６６
教育委員会事務局　☎　47-5930
市ノ瀬公民館　☎４８-０３６６

教育委員会事務局☎　４７-５９３０ 主催：市ノ瀬河川敷環境美化推進実行委員会

コスモス園花まつりコスモス園花まつりコスモス園花まつり
食べ物・物産コーナー

体験コーナー 各種イベント

第30回

時11月14日㊋ 10時～11時30分　　
岩田公民館　調理室

　立岩 すが子 氏（旨いや すがちゃん）

500円（当日集金）

エプロン、三角巾、マスク　

※持ち帰りに必要な容器はこちらで用意します。

16名（先着順）

岩田・岡在住の方

10月11日㊌～10月30日㊊
町内の方

10月18日㊌～10月30日㊊
いずれも平日、8時30分～16時15分

※電話にて岩田公民館へお申し込みください。

岩田公民館　☎47-2020

時

11月17日㊎ 6時30分～19時（予定）　　
　  京都府（嵐山、華厳寺、大覚寺）

7,000円（巡拝料、昼食代、保険料含む）

40名（先着順）

生馬地区の方

10月16日㊊～10月25日㊌
町内の方

10月27日㊎～11月1日㊌
※生馬地区の方は、折込チラシの参加申込

書にご記入の上、生馬公民館（㊊㊌㊎の
9時～16時）に参加費を添えてお申し込

みください。

※町内の方は、教育委員会事務局に一度お

問い合わせください。

生馬公民館　☎47-2881

教育委員会事務局　☎47-5930

時

費

定

申

問

場

費

持

定

申

時

場

路上および公衆トイレへの駐車はご遠慮ください他

問

問

10月22日㊐ 7時～17時30分（予定）
　　奈良県橿原市方面（橿原神宮等）

5,000円※昼食代は含んでいません。

40名（申込多数の場合は抽選となります。

朝来・岩崎・南紀の台地区の方を優先させ

ていただきます。）

町内の方

10月2日㊊～10月7日㊏
㊍を除く9時～16時
※電話または直接朝来公民館にお申し込み

ください。

LINEでの申し込みも受け付けておりま

す。下記QRコードから朝来公民館LINEア

カウントを友達追加して申し込みをお願

いします。

橿原市今井町にて自由時間及び昼食休憩を

もうけさせていただく予定です。各自で町

並みの散策やランチをお楽しみください。

朝来公民館　☎47-0545

時

費

定

対

申

他

問

行き先

行き先

講師 場

費

申

問
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夏休み子ども教室

人形劇まつり

市ノ瀬公民館

朝来公民館

朝来公民館

８月２０日に小学生と幼児を対象に工作教室を実施

しました。内容はペットボトルと紙粘土で作る貯金箱、

竹でけん玉作り、板と木片で迷路作り、紙のブーメラ

ンです。親子での

参加が多く見られ、

６０名以上集まりま

した。

各コーナーの説

明の後、自分の作

りたいところへ分かれてもらいました。

貯金箱作りでは、お金を入れる口を係の人に開け

てもらい、紙粘土に絵具を練りこんでカラフルな貯金

箱を作っていました。

８月２日、初めての試みとして、人形劇団あしたさ

んによる人形劇公演を行いました。演目は、『きんの

おのぎんのおの』『なかよし』『ゴンとホットケーキ』

の 3 本でした。

舞台に人形が登

場した途端、子ど

もたちは目が釘付

け、人形の動作の

一つ一つをしっかりと目で追いかけ、言葉の一つ一つ

に真剣に聞き入り、一生懸命返事をしていました。

全部のお話が終わった後は、人形と一緒に記念撮

影。その後は人形たちにサヨナラしたのですが、名

残惜しくてなかなか帰れず、何度も人形たちとハイ 

７月１９日と８月２日の２回にわたって、浴衣着付け

体験を行いました。講師は昨年と同じく、装道礼法

きもの学院分院輪島久子きもの学院代表の輪島久子

先生にお願いしました。両日ともに、

先生のお弟子さんも来てくださり、

衣
え も ん

紋の抜き方、おはしょりの整え方

などのコツもはさみながら、それぞ

れとても美しく着付けていただきま

した。

今年は兵
へ こ お び

児帯が流行していると

のことで、兵児帯のアレンジも教え

ていただきました。華やかでとても

素敵になりました。( 右写真 )

迷路作りは、板に木片を接着剤で付けてビー玉の

通り道を工夫していました。どちらも親子で一緒に作

業する姿が多く見られました。

ブーメランは、牛乳

の紙パックを細く切った

もの３枚で作ります。投

げ方が難しいようでし

たが、投げるとちゃん

と戻ってきていました。

竹のけん玉は、のこぎりや小刀を使うので高学年の

子は自分で、低学年の子は指導者に作ってもらってい

ました。

２つ３つと作る子もいて、２時間楽しく工作に興じ

ました。高齢の指導者、親子と３世代の交流にもなり

ました。

タッチしたり、「来

年も絶対来てな」

と人形と約束した

りしていました。

一番人気は、湖

の女神さまでし

た。

よく知っているお話にも、

ちょっとしたアレンジが加え

られていて、大人もつい引き

込まれる、見ごたえのある公

演でした。来年は、もっと多

くの子どもたちに見てもらい

たいと思います。

大人の浴衣といえば半
はんはばおび

幅帯という固定観念を持っ

ていた参加者も目からウロコで、さっそく兵児帯を購

入した人もいたそうです。

また、帯締めを使ったり、100 均の髪留めを帯に

飾ったりと、自由な発想満載で、着物文化を身近に

感じられた楽しいひと時となりました。

夏休み子ども教室

浴衣着付け体験浴衣着付け体験
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私はカナダからきました。

自転車に乗ったことがな

かった私は、念のため自宅

で少し練習し、バランスが

取れたのでもう多分十分だ

と思っていた。しかし、上富

田町に来て１週間後に自転

車で転んだ、いいや、まくれっ飛んでしまった。

去年の５月に大学を卒業し、８月に日本に着いた。

外国に住み、一人暮らしの生活、仕事、すべてが初めて

だ。都会に生まれ育った私は、ネットでも何も情報が

ない上富田町で生きられるだろうか、不安だらけだっ

た。まさか１週間で怪我をしてしまうとは。

学校の初日は包帯で包んで行った。子ども達がすぐ

声を掛けてきた。みんなが丸い目で「いたそうー」と声

をそろえた。

それからは「自転車は慣れてきましたか？」、「先生

ヘルメットは？」出会う児童たちは気遣いに満ちている

声で呼びかけてくれた。彼らを見ると、この町の温かさ

を感じる。転んだ時にすぐ手伝ってくれた人たちも思

６月２４日から７月２０日、大賀ハスを守る会主催の

「大賀ハスまつり」が開催されました。その際応募い

ただきました俳句ならびに写真の入賞作品をロビーに

展示しています。

皆さんぜひご覧ください。

時　１０月３１日㊋まで

　　８時３０分～１７時１５分(平日)

場　上富田文化会館　１階ロビー

問　教育委員会事務局　☎４７-５９３０

　生馬地区に通称「お滝さん」と呼ばれている場所が

あります。生馬公民館の前の橋を渡り、下谷川上流1.4

ｋmの地点に位置します。

　小さなお堂（８畳ほど）の中に二体の不動明王があ

り「上富田町歴史地図」によりますと、両方とも月波不

動明王という名前で祀られています。

　そのお堂の横に小さな

滝が流れていますが、大

雨で水量が増えた時だけ

滝らしくなるようです。今

は細いパイプをつけて、水

を流していました。

　このお滝さんは『生馬

郷土誌・小学校百年史』

の中に由緒として「蛇
じゃばみ

喰 城
じょう

主山本権之丞の守護神と

伝えられる」と書かれていましたが、今では誰も知らな

いようです。

　お滝さんは整備されていて、特に桜やつつじ、紅葉

の季節はとても綺麗です。また、眼病に霊験があるそ

うですよ。　　　　　　　　　　　　　　（大谷）

　＊「月波」は本来「月次」であるべきところ、次を波と間

違えて今日に至ったと思われます。

い出した。

上富田町でたくさん新しい経験ができ、自分が本当

に成長したと感じた。この１年間に様々な人に会えて、

様々な生き方や考え方に触れてきた。卒業したばかり

の私が、これからの人生はどうなるのかいつも心配し

ていたが、ここに来てから世界が広がり、選べる道も

広がった気がする。

もちろん、自転車も前よりうまく乗れている。涼しい

日に自転車で富田川に沿って走るのが好きになった。

都会でめったに見られない夜空の星もとてもきれい

だ。

仕事に対し、最初は不安だった。それでも、子ども

達が素直に受け入れてくれ、毎日面白く楽しい授業が

できている。振り

返ってみると、子

ども達の小さなや

さしさに何回も救

われてきた。

１年が経ったが

自転車で転んだ時の傷はまだ残っている。その傷跡と

ともに、周りの人のやさしさも残っている。色々あった

が、上富田町で本当によかったと思う。

小さなやさしさ  レイチェル・ツイ（ALT）

大賀ハスまつり俳句・写真展 「お滝さん」の話
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相
続
セ
ミ
ナ
ー
の
概
要

時 

11
月
15
日
㊌

13
時
か
ら
17
時
ま
で

場 ①
セ
ミ
ナ
ー
会
場

和
歌
山
地
方
合
同
庁
舎
５
階

共
用
会
議
室
　
和
歌
山
市
二

番
丁
３
番
地

②
オ
ン
ラ
イ
ン
会
場

（
セ
ミ
ナ
ー
会
場
の
映
像
を

ラ
イ
ブ
配
信
）

和
歌
山
地
方
法
務
局 

橋
本
支

局
　
橋
本
市
東
家
５
丁
目
２

番
２
号

和
歌
山
地
方
法
務
局 

田
辺

支
局
　
田
辺
市
文
里
１
丁
目

１
１
番
９
号

和
歌
山
地
方
法
務
局 

御
坊
支
局

　
御
坊
市
薗
３
６
９
番
地
６

和
歌
山
地
方
法
務
局 

新
宮
支
局

　
新
宮
市
緑
ヶ
丘
３
丁
目
２

番
６
４
号

講
　
師 

公
証
人
、
司
法
書
士
、

税
理
士
お
よ
び
法
務
局
職
員

内 
各
専
門
分
野
の
講
師
陣
が
、

「
相
続
の
プ
ロ
」
と
し
て
相

続
に
関
し
て
誰
も
が
直
面

す
る
疑
問
な
ど
を
、
分
か
り

や
す
く
説
明
し
ま
す
。

定 ①
セ
ミ
ナ
ー
会
場
　
40
名
程
度

②
オ
ン
ラ
イ
ン
会
場

各
会
場
８
名
程
度

予
　
約 

和
歌
山
地
方
法
務
局
総

務
課

☎︎
０
７
３
（
４
２
２
）
５
１
３
１

（
自
動
音
声
案
内
５
番
）

予
約
締
切 

11
月
10
日
㊎
17
時

（
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切

り
ま
す
。）

Ⓠ 

　

　
和
歌
山
地
方
法
務
局
で
は
、
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
の
相
続
登
記

の
申
請
義
務
化
を
目
前
に
控
え
、
相
続
に
関
す
る
疑
問
を
解
消
す
る
と

と
も
に
、
遺
言
書
お
よ
び
自
筆
証
書
遺
言
書
保
管
制
度
を
広
く
知
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、11
月
15
日
㊌
の
「
い・
・

・

・

い
遺
言
」
の
日
に
、

遺
言
制
度
、
自
筆
証
書
遺
言
書
保
管
制
度
、
相
続
登
記
の
手
続
お
よ
び

相
続
に
関
す
る
税
金
に
つ
い
て
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　
参
加
は
無
料
で
、
完
全
予
約
制
で
す
。

　
先
の
大
戦
に
お
い
て
、
殉
ぜ

ら
れ
た
本
町
戦
没
者
諸
霊
に
対

し
て
の
慰
霊
と
そ
の
遺
族
に
対

し
お
慰
め
の
意
を
表
し
、
戦
争

の
悲
惨
さ
と
平
和
の
尊
さ
を
次

の
世
代
に
受
け
継
ぎ
、
二
度
と

戦
争
を
繰
り
返
す
こ
と
が
な
い

よ
う
恒
久
平
和
の
実
現
を
目
指

し
、
上
富
田
町
戦
没
者
慰
霊
祭

を
挙
行
し
ま
す
。

　
多
く
の
方
々
の
ご
参
列
を
お

願
い
し
ま
す
。

時 

10
月
14
日
㊏

13
時
30
分
か
ら
【
約
１
時
間
】

　
※
受
付
は
12
時
30
分
か
ら

場 

上
富
田
文
化
会
館文

化
ホ
ー
ル

問 

福
祉
課
　
福
祉
班

　
　
　
　
　
　
　（
⑤
番
窓
口
）

　
　
☎
３
４
‐
２
３
７
３

令
和
５
年
度
　 

　
上
富
田
町

　
　
戦
没
者
慰
霊
祭

　
‐
開
催
お
知
ら
せ
‐

※
受
験
資
格
等
詳
細
、
陸
上
自
衛

隊
高
等
工
科
学
校
案
内
お
よ
び

進
学
相
談
会
に
つ
い
て
は
下
記

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

自
衛
隊
和
歌

山
地
方
協
力
本
部

田
辺
地
域
事
務
所

☎ 

２
４
‐
６
２
１
９

募集種目 受付期間 試　験　日 試験会場

自衛官候補生 11月1日㊌まで

WEB 試験　
11月 5 日㊐～ 8 日㊌

自宅等
※ネット環境が良好な場所

面接・身体検査
11月11日㊏ 和歌山地方協力本部庁舎

防衛医科大学校
（医学科学生）

10 月11日㊌まで 10 月21日㊏ 和歌山大学付属中学校

防衛大学校学生 10 月18 日㊌まで 10 月28 日㊏ 和歌山県英数学館

・
募
集
種
目
、
受
付
期
間
、
試
験
日

相
続
セ
ミ
ナ
ー
開
催  

‐
ご
案
内
‐

令
和
５
年
度
　 

　
上
富
田
町

　
　
戦
没
者
慰
霊
祭

　
‐
開
催
お
知
ら
せ
‐

自
衛
官
募
集
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田
辺
消
防
署
上
富
田
分
署

か
ら
の
お
知
ら
せ

住
宅
用
火
災
警
報
器
と
は

　
火
災
に
よ
り
発
生
す
る
「
煙
」

を
感
知
し
、
音
や
音
声
に
よ
り

警
報
を
発
し
て
火
災
の
発
生
を

知
ら
せ
て
く
れ
る
機
器
で
す
。

　
平
成
23
年
６
月
１
日
か
ら
、

す
べ
て
の
住
宅
に
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

設
置
場
所

・
寝
室

・
階
段
上
部
（
寝
室
が
２
階
に

あ
る
場
合
）

　
就
寝
中
に
逃
げ
遅
れ
で
亡
く

な
る
人
が
多
い
た
め
、「
寝
室
」

と
、
避
難
経
路
と
な
る
「
階
段
」

に
設
置
が
必
要
で
す
。

奏
功
事
例

　「
警
報
音
を
聞
い
て
様
子
を

見
に
行
く
と
煙
が
充
満
し
て
い

た
が
、
気
付
く
の
が
早
か
っ
た

た
め
、
家
人
が
水
を
か
け
て
消

火
す
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
い

う
事
例
が
あ
り
ま
す
。

交
換
時
期

　
交
換
の
目
安
は
10
年
で
す
。

　
古
く
な
る
と
、
電
子
部
分
の

寿
命
や
電
池
切
れ
な
ど
で
、
火

災
を
感
知
し
な
く
な
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。

点
検
の
方
法

　
定
期
的
に
点
検
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

※
こ
の
警
報
音
は
代
表
例
で

す
。
　
　
　
　
　
　

（
出
典
）
一
般
社
団
法
人

 

日
本
火
災
報
知
機

工
業
会

★
設
置
支
援

　
自
ら
設
置
す
る

こ
と
が
困
難
な
世

帯
を
対
象
に
、
消
防

職
員
に
よ
る
設
置

支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
住
宅
用
火
災
警

報
器
は
、
自
ら
購
入

し
て
い
た
だ
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

お
誕
生

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
く
や
み

申
し
上
げ
ま
す

ご
結
婚

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

上
富
田
町
届
出
（
8
月
分
）

市
ノ
瀬

朝

来

朝

来

岩

崎

朝

来

朝

来

朝

来

岩

崎

南
紀
の
台

本
　
　
繁

坂
本
　
誠
次

行
歩
　

代

今
枝
　
美
子

上
地
　
幹
二

島
本
　
　
進

栗
田
美
代
子

柏
山
　
美
子

大
江
　
文
代

81
歳

54
歳

72
歳

75
歳

87
歳

89
歳

74
歳

89
歳

98
歳

　
職
業
に
つ
い
て
相
談
し
た
い

方
、
雇
用
保
険
受
給
中
の
方
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

時 

10
月
16
日
㊊

　
13
時
30
分
～
15
時
30
分 
　

場 

大
谷
総
合
セ
ン
タ
ー

相
談
室

問 

西
牟
婁
振
興
局

　
　
　
　
　 

企
画
産
業
課

☎ 

２
６
‐
７
９
４
７

　「
生
活
の
こ
と
」「
仕
事
の
こ

と
」
に
つ
い
て
、
お
悩
み
の
方
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

時 

10
月
17
日
㊋

　
13
時
30
分
～
15
時
30
分
　

場 

大
谷
総
合
セ
ン
タ
ー

相
談
室

問 

西
牟
婁
振
興
局

　
　
　
　 

総
務
健
康
安
全
課

☎ 

２
６
‐
７
９
３
１

◆
税
目
　
　

　
国
民
健
康
保
険
税
（
第
４
期
）

　
町
県
民
税
　
　
　（
第
３
期
）

◆
納
期
限
　

　
10
月
31
日
㊋

※
納
期
が
過
ぎ
て
も
納
付
が
確

認
で
き
な
か
っ
た
時
は
、
督

促
手
数
料
お
よ
び
延
滞
金
が

か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
納
税
は
お
早
め
に
。

問 

税
務
課 

収
納
班
（
⑥
番
窓
口
）

☎ 

３
４
‐
２
３
７
１

今
月
の
納
税

巡
回
職
業
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

生
活
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

点
検
お
よ
び
交
換

※
緊
急
時
（
火
事
・
救
急
・
救
助
）

は
、
局
番
な
し
の
１
１
９
番
へ

問 

田
辺
消
防
署
上
富
田
分
署

　  

４
７
‐
０
１
１
９
番
へ

（
礼
・
瑞
希
）　

（
悠
世
・
亜
理
沙
）

（
真
和
・
知
子
）

（
幸
司
朗
・
奈
菜
）

（
一
幸
・
智
美
）

（
航
太
・
藍
）　
　

（
佳
祐
・
芹
奈
）

（
正
・
七
緒
）

（
俊
徳
・
麻
佑
）

（
弘
将
・
知
保
）

大
阪
府

岩

田

南
紀
の
台

朝

来

朝

来

上
富
田
町

市
ノ
瀬

生

馬

南
紀
の
台

朝

来

西に
し
の野

　
惟い

と音

殿と
の
み
ず水

悠ゆ

り

あ
吏
亜

武た
け
だ田

　
夏な

な奈

中な
か
ざ
き嵜

　
翔か

つ
き月

北き
た
じ
ま島

　
み
ゆ

海か
い
た
に谷

　
　
梛な

ぎ

か
た
や
ま山

　
陽ひ

な菜

豊と
よ
か
わ川

　
　
綾あ

や

佐さ

さ

き々木
莉り

つ紬

谷た
に
も
と本

　
丞え

い
る謄

栗
原
　
啓
輔

濱
田
　
朱
里

御
坊
市

大
阪
府

｛

前月比

総 数 15,705 人 -2

男 性 7,519 人 -7

女 性 8,186 人 +5

世帯数 7,510 世帯 ±0

上富田町の人口と世帯数
令和5年 8月末現在
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報
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だ
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